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最
終
日
、
『
さ
よ
な
ら
島
根

原
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
が
提
出

し
て
い
た
「
再
稼
働
に
対
す
る

慎
重
な
判
断
を
求
め
る
陳
情
」

は
、
残
念
な
が
ら
２０
対
９
で
継

続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

「
原
発
の
再
稼
働
の
判
断
に

関
し
て
、
本
市
議
会
に
対
し
て

判
断
を
求
め
ら
れ
る
か
ど
う
か

も
確
定
し
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
国
の
動
向
を
見
守
る
必
要

が
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
理
由
は
建
前
で

あ
り
、
委
員
会
で
の
議
論
の
中

で
、
「
こ
の
陳
情
を
採
択
す
れ

ば
、
い
つ
ま
で
も
『
避
難
計
画

等
が
不
十
分
で
あ
る
』
と
い
う

こ
と
で
再
稼
働
の
妨
げ
に
な

る
」
と
原
発
容
認
派
の
議
員
が

発
言
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
本
音
で
す
。

６
月
に
市
議
選
が
あ
る
た

め

、
今
議
会
で
継
続
と
い
う
こ

と
は
“
廃
案
”
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
慎
重
審
議
は
当
然

な
の
に
、
お
か
し
な
話
で
す
。

改
め
て
、
陳
情
を
出
し
直
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

今
議
会
に
、｢

『
陳
情
書
』

を
従
来
通
り
『
請
願
書
』
と
同

様
の
扱
い
に
す
る
こ
と
を
求

め
る｣

と
い
う
趣
旨
の
陳
情

が
、
市
民
団
体
か
ら
３
件
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
、
こ

れ
ら
の
陳
情
に
賛
成
し
た
藤

尾
副
議
長
の
辞
職
を
求
め
る

と
い
う
理
不
尽
な
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
改
革
等

特
別
委
員
会
が
決
め
た
こ
と

に
副
議
長
が
反
対
す
る
の
は

問
題
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

の
提
案
で
す
。

私
は
、
急
遽
反
対
討
論
に
立

ち
、
副
議
長
は
議
長
が
欠
け
た

時
に
は
議
長
の
役
割
を
務
め

る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
一
議
員

に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う
の

が
地
方
自
治
法
上
の
解
釈
で

あ
り
何
ら
問
題
は
な
い
こ
と

を
述
べ
、
動
議
に
反
対
す
る
よ

う
に
訴
え
ま
し
た
。

無
記
名
投
票
の
結
果
、
１３

対
１４
で
、
辛
う
じ
て
否
決
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
じ
め

に
も
似
た
こ
の
よ
う
な
嫌
が

ら
せ
は
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
。

今
議
会
で
、
議
会
の
あ
り
方

に
関
わ
る
重
要
な
条
例
で
あ
る

議
会
基
本
条
例
、
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
ふ
た
つ
の
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
、
議
会
報
告
会

や
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
行

う
こ
と
が
定
め
て
な
い
な
ど
、

不
十
分
内
容
で
す
。
し
か
し
、

市
民
が
こ
の
条
例
を
活
用
し
て

議
会
を
変
え
、
条
例
の
改
正
を

求
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題
は
、
そ
れ
ら
の
条
例
と

共
に
提
案
さ
れ
た
「
米
子
市
議

会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
」
議
案
で
す
。
米
子
市
議
会

で
は
こ
れ
ま
で
、
陳
情
書
は
請

願
書
と
同
じ
よ
う
に
、
正
式
な

議
題
と
し
て
取
り
扱
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
、
こ
れ
か
ら
は
、

「
陳
情
に
賛
同
す
る
議
員
が
い

る
場
合
の
み
、
議
会
運
営
委
員

会
に
諮
っ
て
議
題
に
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
」
と
い
う
の

で
す
。
賛
同
議
員
が
い
な
い
場

合
は
議
題
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
陳

情
は
市
民
の
権
利
な
の
で
、
こ

の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。

2014 年 4 月 (4)

（質問終了後、メールやフェイスブックでたくさんのメッセージをいただきました。）
★本当に長い間ありがとうございました、お疲れさまでした。自然の中であらゆる生き物の一種として
人も共存してこそ未来があると思います。
★中川さん 長い間いろいろお世話になりました。心強かったです。まだこれからもいろいろ（＾＾）
★27 年間お疲れさまでした。市民のために大きな一石を投じた議員です。政治・行政の考え方について、私に
一番大きな影響を与えた人です。家内もとても大ファンだっただけに、草葉の陰から感謝していると思います。
ほんとうに 27 年間ありがとうございました。
★中海、原発、どちらも健作さんの思いのこもった質問でした。健作さんのしてきたことは、市民議席とはい
え、たしかに健作さんのものであり、健作さんだけのものでもあり、変更できないと言う意味では、絶対のも
のであると思います。社会的に評価されるものでありますが、評価や結果とは別に、健作さんの内面に積まれ
た不動のものであるのではないでしょうか？そんな自分自身の感慨とともに、質問を聞いていました。まだ道
は続いていますが、一旦は「長い間、お疲れ様でした。」と申しあげます。
★格調高く、熱い思いの伝わる立派な質問でしたね、それに引き換え答弁のお粗末なことはあきれるばかりで
す。永い間本当にご苦労様でした、これからも市民派としてのご活躍を期待しております。
★辞められるのが、残念でさびしい気持ちです。米子市議会で正論を言う議員が少なくなり、米子市は大丈夫
かと心配です。私が 24 年前米子市議会に出させて頂き、その時に中川さんから議員として大きな影響を受け
ました。改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。時節柄、お身体に気をつけてください。
★27 年間の議会活動本当にご苦労様でした。中川さんの思いがびしびしと伝わってくる一般質問でした。お
体に十分留意され、土光さん当選の取り組みをはじめ、さらなるご活躍をお祈り申し上げます。
★中川さんの魂を振り絞るような追及、最後かと思うと自然と拍手していました。ほんとにご苦労様でし
た。一緒に仕事ができ幸せでした。
★中川さん、永年に渡り、米子市発展のためにご尽力戴きましたことに、改めて敬意と謝意を申し上げます。
★長い間ご苦労様でした。もっと活躍していただけると思っていましたが、後任の方の活躍の場を必ず
実現し、意識が続くことを応援したいと思います。

① 陳情第 110 号等３件・｢陳情書｣を従来通り｢請願書｣と同様の扱いにすることを求める陳情書（13：16 で否決）

② 陳情第 103 号・島根原発の再稼働に対する慎重な判断を求める陳情（20：9で継続審査＝廃案）

③ 議案第 56 号・米子市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について(20：9 で可決)

④ 動議・副議長の辞職勧告の動議（13：14 で否決）

主な議案･陳情に対する全議員の賛否一覧(３月議会)

原
発
再
稼
働
の
慎
重

判
断
を
求
め
る
陳

情
、
廃
案
に
な
る

副
議
長
辞
職
勧
告
を

否
決
し
ま
し
た

市
民
の
陳
情
権
を
狭

め
る
議
案
に
反
対

議員として最後の質問を行いました
3 月 10 日、27 年間の議員活動最後の質問をさせていただきました。
福島原発事故から丸３年、私たちは原発事故・放射能の恐ろしさを

身をもって体験しました。福島では自治体コミュニティの存在自体が
できなくなり、住民の方々の無念さを思うと本当に胸が詰まります。

島根原発で事故が起きたら、米子市も同じ状況に置かれるおそれが
十分にあります。自治体が崩壊にさらされる危険性を阻止しようと、
国や事業者を相手に提訴した函館市長のように、市民の生命・財産を
守るために、米子市長として脱原発を国に働きかけて欲しいと心から
訴えました。

また、島根原発再稼働の判断にあたっては、中海淡水化賛否の市民
投票条例を制定した米子市の市民自治の実績に踏まえ、市民投票を行
うことを求めました。
さらに、沿岸自治体首長の中でただ一人、中海本庄工区干陸反対を最

後 後まで貫いて中海を守った森田隆朝元市長に続き、野坂市長および議会
は は中海干拓堤防の開削を実現するために頑張って欲しいと、エールを送

りました。
質問終了後、傍聴席からの大きな拍手と、思わぬ議員席からも大きな

拍手をいただき、27 年間活動できたことの幸せを噛み締めながら終わることができました。
長い間ご支援いただいたみなさま、本当にありがとうございました。

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④

蒼 生 会 岩崎 康朗 × 継 ○ ○ 公明党 安田 篤 × 継 ○ ○ 共 産党 石橋 佳枝 ○ 反 × ×

〃 尾沢 三夫 × 継 ○ ○ よなご会議 国頭 靖 ○ 反 × × 仁 中田 利幸 × 継 ○ ○

〃 野坂 道明 × 継 ○ ○ 〃 小林 重喜 ○ 継 ○ × 〃 三鴨 秀文 × 継 ○ ○

〃 松田 正 × 継 ○ ○ 〃 矢倉 強 ○ 継 ○ × 一院クラブ 遠藤 通 × 継 ○ ○

〃 湯浅 敏雄 × 継 ○ ○ 〃 伊藤ひろえ ○ 反 × × 市民派 中川 健作 ○ 反 × ×

〃 渡辺 穣爾 × 継 ○ ○ 〃 稲田 清 × 継 ○ × 信 藤尾 信之 ○ 反 ○ 退

〃 渡辺 照夫 × 継 ○ ○ 〃 西川 章三 ○ 継 × × ムスカリ 門脇 邦子 ○ 反 × ×

公明党 笠谷 悦子 × 継 ○ ○ 〃 岡本 武士 ○ 継 ○ × コモンズ 杉谷第士郎 × 反 ○ ×

〃 原 紀子 × 継 ○ ○ 共 産党 岡村 英治 ○ 反 × × 虹 山川 智帆 ○ 継 × ×

〃 安木 達哉 × 継 ○ ○ 〃 松本 松子 ○ 反 × × 新政会 松井 義夫

（※継＝継続に賛成、反＝継続に反対） （※退＝当事者なので退席義務あり）

議 長



◆中川健作の「FAX・メール通信」を随時発行しています。勉強会・講演会などの案内もしています。送信をご希望される方は、０８５９－２３－０２６８（FAX）か、nakagawa@sanmedia.or.jp にお申し込み下さい。

自
治
体
の
存
続
が
危
う
く
な
る

こ
と
を
選
択
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
再
稼
働
に
反
対
し
て
、

原
発
事
故
の
不
安
の
な
い
暮
ら

し
を
選
択
す
る
の
か
、
市
民
投

票
の
対
象
に
す
べ
き
市
政
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

米
子
市
自
治
基
本
条
例
で

は
、
「
市
民
投
票
は
、
市
長
と

議
会
が
、
よ
り
良
い
判
断
を
す

る
た
め
の
材
料
を
得
る
た
め
の

方
法
と
位
置
付
け
、
市
が
、
直

接
的
に
市
民
の
意
思
を
確
認

し
、
市
民
が
意
思
表
明
で
き
る

市
民
参
加
の
方
法
と
し
て
、
市

政
の
特
に
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
市
民
投
票
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
に
照
ら
し
て

も
、
島
根
原
発
再
稼
働
の
判
断

に
あ
た
っ
て
市
民
投
票
を
行
う

こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
理

解
す
る
が
、
見
解
を
尋
ね
る
。

（
市
長
）

市
民
投
票
つ
い
て

は
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
踏

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
新
規
制
基
準
適
合

性
審
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
国

や
中
国
電
力
か
ら
再
稼
働
に
対

す
る
住
民
説
明
が
行
わ
れ
る
と

考
え
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
場
面

を
通
じ
、
市
民
の
皆
様
の
考
え

を
伺
う
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

程
を
尋
ね
る
。

（
副
市
長
）
水
質
・
治
水
の
両

面
か
ら
、
森
山
・
大
海
崎
両
堤

防
の
開
削
は
必
要
で
あ
る
と
の

米
子
市
・
境
港
市
の
意
向
を
受

け
て
、
中
海
会
議
が
設
置
さ
れ

た
と
考
え
て
い
る
。
５
年
経
つ

の
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
の

公
表
を
求
め
、
専
門
家
に
よ
る

科
学
的
な
分
析
結
果
な
ど
も
必

要
と
考
え
て
お
り
、
中
海
会
議

の
場
で
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
。

※

森
田
元
市
長
は
、
国
や
鳥
取

県
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、
沿
岸
首
長
の
中
で
た
だ
ひ

と
り
中
海
本
庄
工
区
干
陸
反
対

を
断
固
と
し
て
貫
き
、
つ
い
に

干
陸
中
止
を
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
は
、
後
世
に
語
り
繋

が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
森
田

元
市
長
は
住
民
団
体
の
講
演
会

に
も
個
人
で
参
加
し
、
し
っ
か

り
と
勉
強
し
て
国
や
県
に
対
峙

し
ま
し
た
。
堤
防
開
削
に
よ
る

中
海
再
生
の
実
現
は
米
子
市
の

頑
張
り
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
米
子
市
以
外
の

自
治
体
は
問
題
意
識
が
希
薄
で

す
。
ぜ
ひ
、
森
田
元
市
長
に
続

い
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
、
野

坂
市
長
お
よ
び
全
議
員
に
対
し

て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

も
、
開
削
幅
の
再
検
討
と
大
海

崎
堤
防
の
開
削
実
現
を
求
め
て

き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
強
い
働
き
か

け
を
受
け
て
、
当
時
の
片
山
鳥

取
県
知
事
は
、
農
水
省
に
よ
る

干
拓
事
業
の
後
始
末
が
終
わ
っ

た
後
は
、
堤
防
一
部
開
削
効
果

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
両
県
で
行

い
、
必
要
で
あ
れ
ば
大
海
崎
堤

防
の
開
削
等
さ
ら
な
る
対
策
を

行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
の

結
果
、
「
森
山
堤
防
６０
ｍ
開
削

効
果
を
水
質･

治
水
面
か
ら
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
大
海
崎
堤
防
の
開
削
等
さ
ら

な
る
対
策
を
行
う
」
と
の
約
束

で
、
中
海
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

今
年
で
森
山
堤
防
６０
ｍ
開

削
か
ら
５
年
に
な
る
。
中
海
会

議
の
今
の
状
況
で
は
、
こ
の
ま

ま
ず
る
ず
る
と
開
削
問
題
が
議

論
さ
れ
ず
に
引
き
延
ば
さ
れ
て

い
く
危
険
性
が
あ
る
。
今
年
こ

そ
、
森
山
堤
防
６０
ｍ
開
削
が
中

海
の
水
質
改
善
、
治
水
に
効
果

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
効
果
が
な
か
っ
た

の
で
あ
れ
ば
、
約
束
通
り
に
、

大
海
崎
堤
防
の
開
削
や
森
山
堤

防
の
更
な
る
開
削
な
ど
の
改
善

措
置
を
と
る
よ
う
に
強
固
に
働

き
か
け
る
時
で
あ
る
。
決
意
の

と
し
て
、
国
ま
で
相
手
取
っ
て

提
訴
す
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
た

函
館
市
長
は
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
が
仕
事
で
あ

る
市
長
と
し
て
す
ば
ら
し
い
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、「
脱
原
発
を
目
指
す
首

長
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
国
に

対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
提
言
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
４
月
２
月
１２
日

現
在
、
全
国
３９
都
道
府
県
９４
名

（
元
職
２４
名
含
む
）
が
参
加
さ

れ
、
県
内
で
は
、
松
本
昭
夫
北

栄
町
長
、
森
田
増
範
大
山
町
長

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

国
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い

れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
住
民
に
最
も
身
近

な
自
治
体
が
、
住
民
の
声
を
代

弁
し
て
国
に
対
し
て
モ
ノ
を
言

っ
て
い
く
時
代
で
す
。
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
先
進
都
市
を
目
指
す

米
子
市
長
と
し
て
も
、
立
場
を

明
確
に
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し

た
。

い
。
暴
走
し
始
め
た
ら
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
原
発
事
故
・

放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
を
経
験
し

た
私
た
ち
は
、
原
発
政
策
か
ら

の
一
日
も
早
い
脱
却
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

米
子
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
責
任
を
持
つ
市
長
と
し

て
、
原
発
政
策
か
ら
の
脱
却
を

国
に
働
き
か
け
る
べ
き
。

（
市
長
）
原
発
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
、
国
に
お
い
て
安

全
性
を
勘
案
し
な
が
ら
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

※

青
森
県
大
間
町
に
建
設
中

の
大
間
原
発
に
つ
い
て
、
北
海

道
函
館
市
は
、
建
設
差
し
止
め

な
ど
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
提

訴
し
ま
し
た
。
同
市
は
津
軽
海

峡
を
挟
み
大
間
原
発
か
ら
最
短

約
２３

キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
ま

す
。
国
の
言
う
こ
と
だ
け
を
聞

い
て
い
て
は
市
民
を
守
れ
な
い

（
質
問
）
福
島
原
発
事
故
か
ら

丸
３
年
経
つ
が
、
今
な
お
１４
万

人
近
く
が
放
射
能
汚
染
か
ら
避

難
し
て
い
る
。
除
染
も
進
展
し

て
い
な
い
。
今
も
続
く
放
射
能

漏
れ
、
海
洋
汚
染
、
食
品
汚
染
、

子
ど
も
の
甲
状
腺
ガ
ン
の
増

加
、
処
理
方
法
も
定
ま
っ
て
い

な
い
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
、

原
発
の
問
題
点
は
余
す
と
こ
ろ

な
く
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

地
震
活
動
期
に
入
っ
た
と
言

わ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、
福
島

原
発
事
故
の
よ
う
な
事
故
が
全

国
の
原
発
で
起
き
な
い
と
い
う

保
証
は
な
い
。
二
度
と
福
島
の

人
々
が
置
か
れ
て
い
る
悲
惨
な

状
況
を
作
り
出
し
て
は
い
け
な

（
質
問
）
２
０
０
２
年
、
中
海
・

宍
道
湖
淡
水
化
事
業
が
中
止
に

な
っ
た
。
動
き
出
し
た
ら
止
ま

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
国
営

事
業
を
、
全
国
で
初
め
て
住
民

運
動
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
事
例
と

し
て
有
名
に
な
っ
た
。
そ
の
後

は
、
壊
さ
れ
た
自
然
を
元
に
戻

す
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
遅
々
と
し
て
進
ん

で
な
い
。

か
つ
て
、
中
海
は
全
国
一
の

赤
貝
の
生
産
量
を
誇
り
、
味
も

抜
群
だ
っ
た
が
、
中
海
干
拓
事

業
で
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
。
多

く
の
沿
岸
住
民
は
、
堤
防
を
開

削
し
、
日
本
海
の
海
水
を
十
分

に
還
流
す
れ
ば
、
赤
貝
、
し
じ

み
が
復
活
す
る
と
思
っ
て
い

る
。米

子
・
境
港
両
市
お
よ
び
両

議
会
も
、
住
民
の
思
い
を
受
け

て
、
島
根
・
鳥
取
両
県
知
事
合

意
に
よ
り
森
山
堤
防
の
み
一
部

開
削
（
６０
ｍ
）
が
決
定
し
た
後
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即
座
に
市
民
投
票
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

※

市
民
投
票
は
、
市
民
が
、

意
思
表
明
で
き
る
市
民
参
加
の

方
法
と
し
て
選
択
で
き
る
も
の

で
す
。
市
長
だ
け
で
決
め
て
も

ら
っ
て
は
困
る
と
、
市
民
が
５０

分
の
一
以
上
の
直
接
請
求
で
発

議
し
た
と
き
は
、
当
然
、
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

米
子
市
は
、
中
海
淡
水
化
の

賛
否
に
つ
い
て
市
民
投
票
条
例

を
制
定
し
た
、
輝
か
し
い
市
民

自
治
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
。「
中
海
淡
水
化
は
、
湖
沼
の

将
来
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら

す
政
策
課
題
な
の
で
、
よ
り
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
に
住
民
投
票
制
度
を
採
用
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
市
民
投
票

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
原

発
は
市
民
の
生
存
、
米
子
市
の

存
続
に
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ

以
上
な
い
重
要
な
政
策
課
題
で

す
。
ぜ
ひ
、
市
民
投
票
制
度
を

採
用
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し

た
。

手
話
言
語
法
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

全
会
一
致
で
可
決

鳥
取
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
鳥
取

県
手
話
言
語
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の

認
識
に
基
づ
き
、
手
話
の
普
及
に
関
し
基

本
理
念
と
施
策
の
推
進
に
必
要
な
基
本
的

事
項
を
定
め
、
も
っ
て
、
ろ
う
者
と
ろ
う

者
以
外
の
者
が
共
生
す
る
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
、
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
は
、
鳥
取
県
ろ
う
あ
団
体
連

合
会
な
ど
の
粘
り
強
い
運
動
の
成
果
で

す
。
こ
れ
を
鳥
取
県
だ
け
に
限
ら
ず
、
手

話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ

と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
手
話
を
言
語
と

し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮

称
）
」
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
同

団
体
か
ら
、
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
陳
情
が
今
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
安
倍
首

相
や
衆
参
両
院
議
長
宛
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
意
見
書
の
提
出
は
県
内
市
町

村
で
は
初
め
て
で
す
。
最
終
日
の
傍
聴
席

に
は
、
同
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
多
数
傍
聴

に
来
ら
れ
、
可
決
の
瞬
間
に
は
全
員
が
手

話
で
拍
手
を
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

３
月
議
会

各
個
質
問

２７
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
初
当
選
以
来
一
貫
し
て
取
り
上
げ

て
き
た
、
島
根
原
発
と
中
海
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

島
根
原
発

米
子
市
か
ら

脱
原
発
を

再
稼
働
判
断
は

市
民
投
票
で

（
質
問
）
原
発
再
稼
働
に
よ
っ

て
、
市
民
の
安
全
の
侵
害
、
場

合
に
よ
っ
て
は
米
子
市
と
い
う

中

海

堤

防

開

削

は

米
子
市
に
か
か
っ

て
い
る
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自
治
体
の
存
続
が
危
う
く
な
る

こ
と
を
選
択
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
再
稼
働
に
反
対
し
て
、

原
発
事
故
の
不
安
の
な
い
暮
ら

し
を
選
択
す
る
の
か
、
市
民
投

票
の
対
象
に
す
べ
き
市
政
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

米
子
市
自
治
基
本
条
例
で

は
、
「
市
民
投
票
は
、
市
長
と

議
会
が
、
よ
り
良
い
判
断
を
す

る
た
め
の
材
料
を
得
る
た
め
の

方
法
と
位
置
付
け
、
市
が
、
直

接
的
に
市
民
の
意
思
を
確
認

し
、
市
民
が
意
思
表
明
で
き
る

市
民
参
加
の
方
法
と
し
て
、
市

政
の
特
に
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
市
民
投
票
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
に
照
ら
し
て

も
、
島
根
原
発
再
稼
働
の
判
断

に
あ
た
っ
て
市
民
投
票
を
行
う

こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
理

解
す
る
が
、
見
解
を
尋
ね
る
。

（
市
長
）

市
民
投
票
つ
い
て

は
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
踏

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
新
規
制
基
準
適
合

性
審
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
国

や
中
国
電
力
か
ら
再
稼
働
に
対

す
る
住
民
説
明
が
行
わ
れ
る
と

考
え
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
場
面

を
通
じ
、
市
民
の
皆
様
の
考
え

を
伺
う
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

程
を
尋
ね
る
。

（
副
市
長
）
水
質
・
治
水
の
両

面
か
ら
、
森
山
・
大
海
崎
両
堤

防
の
開
削
は
必
要
で
あ
る
と
の

米
子
市
・
境
港
市
の
意
向
を
受

け
て
、
中
海
会
議
が
設
置
さ
れ

た
と
考
え
て
い
る
。
５
年
経
つ

の
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
の

公
表
を
求
め
、
専
門
家
に
よ
る

科
学
的
な
分
析
結
果
な
ど
も
必

要
と
考
え
て
お
り
、
中
海
会
議

の
場
で
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
。

※

森
田
元
市
長
は
、
国
や
鳥
取

県
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、
沿
岸
首
長
の
中
で
た
だ
ひ

と
り
中
海
本
庄
工
区
干
陸
反
対

を
断
固
と
し
て
貫
き
、
つ
い
に

干
陸
中
止
を
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
は
、
後
世
に
語
り
繋

が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
森
田

元
市
長
は
住
民
団
体
の
講
演
会

に
も
個
人
で
参
加
し
、
し
っ
か

り
と
勉
強
し
て
国
や
県
に
対
峙

し
ま
し
た
。
堤
防
開
削
に
よ
る

中
海
再
生
の
実
現
は
米
子
市
の

頑
張
り
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
米
子
市
以
外
の

自
治
体
は
問
題
意
識
が
希
薄
で

す
。
ぜ
ひ
、
森
田
元
市
長
に
続

い
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
、
野

坂
市
長
お
よ
び
全
議
員
に
対
し

て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

も
、
開
削
幅
の
再
検
討
と
大
海

崎
堤
防
の
開
削
実
現
を
求
め
て

き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
強
い
働
き
か

け
を
受
け
て
、
当
時
の
片
山
鳥

取
県
知
事
は
、
農
水
省
に
よ
る

干
拓
事
業
の
後
始
末
が
終
わ
っ

た
後
は
、
堤
防
一
部
開
削
効
果

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
両
県
で
行

い
、
必
要
で
あ
れ
ば
大
海
崎
堤

防
の
開
削
等
さ
ら
な
る
対
策
を

行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
の

結
果
、
「
森
山
堤
防
６０
ｍ
開
削

効
果
を
水
質･

治
水
面
か
ら
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
大
海
崎
堤
防
の
開
削
等
さ
ら

な
る
対
策
を
行
う
」
と
の
約
束

で
、
中
海
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

今
年
で
森
山
堤
防
６０
ｍ
開

削
か
ら
５
年
に
な
る
。
中
海
会

議
の
今
の
状
況
で
は
、
こ
の
ま

ま
ず
る
ず
る
と
開
削
問
題
が
議

論
さ
れ
ず
に
引
き
延
ば
さ
れ
て

い
く
危
険
性
が
あ
る
。
今
年
こ

そ
、
森
山
堤
防
６０
ｍ
開
削
が
中

海
の
水
質
改
善
、
治
水
に
効
果

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
効
果
が
な
か
っ
た

の
で
あ
れ
ば
、
約
束
通
り
に
、

大
海
崎
堤
防
の
開
削
や
森
山
堤

防
の
更
な
る
開
削
な
ど
の
改
善

措
置
を
と
る
よ
う
に
強
固
に
働

き
か
け
る
時
で
あ
る
。
決
意
の

と
し
て
、
国
ま
で
相
手
取
っ
て

提
訴
す
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
た

函
館
市
長
は
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
が
仕
事
で
あ

る
市
長
と
し
て
す
ば
ら
し
い
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、「
脱
原
発
を
目
指
す
首

長
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
国
に

対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
提
言
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
４
月
２
月
１２
日

現
在
、
全
国
３９
都
道
府
県
９４
名

（
元
職
２４
名
含
む
）
が
参
加
さ

れ
、
県
内
で
は
、
松
本
昭
夫
北

栄
町
長
、
森
田
増
範
大
山
町
長

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

国
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い

れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
住
民
に
最
も
身
近

な
自
治
体
が
、
住
民
の
声
を
代

弁
し
て
国
に
対
し
て
モ
ノ
を
言

っ
て
い
く
時
代
で
す
。
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
先
進
都
市
を
目
指
す

米
子
市
長
と
し
て
も
、
立
場
を

明
確
に
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し

た
。

い
。
暴
走
し
始
め
た
ら
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
原
発
事
故
・

放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
を
経
験
し

た
私
た
ち
は
、
原
発
政
策
か
ら

の
一
日
も
早
い
脱
却
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

米
子
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
責
任
を
持
つ
市
長
と
し

て
、
原
発
政
策
か
ら
の
脱
却
を

国
に
働
き
か
け
る
べ
き
。

（
市
長
）
原
発
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
、
国
に
お
い
て
安

全
性
を
勘
案
し
な
が
ら
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

※

青
森
県
大
間
町
に
建
設
中

の
大
間
原
発
に
つ
い
て
、
北
海

道
函
館
市
は
、
建
設
差
し
止
め

な
ど
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
提

訴
し
ま
し
た
。
同
市
は
津
軽
海

峡
を
挟
み
大
間
原
発
か
ら
最
短

約
２３

キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
ま

す
。
国
の
言
う
こ
と
だ
け
を
聞

い
て
い
て
は
市
民
を
守
れ
な
い

（
質
問
）
福
島
原
発
事
故
か
ら

丸
３
年
経
つ
が
、
今
な
お
１４
万

人
近
く
が
放
射
能
汚
染
か
ら
避

難
し
て
い
る
。
除
染
も
進
展
し

て
い
な
い
。
今
も
続
く
放
射
能

漏
れ
、
海
洋
汚
染
、
食
品
汚
染
、

子
ど
も
の
甲
状
腺
ガ
ン
の
増

加
、
処
理
方
法
も
定
ま
っ
て
い

な
い
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
、

原
発
の
問
題
点
は
余
す
と
こ
ろ

な
く
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

地
震
活
動
期
に
入
っ
た
と
言

わ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、
福
島

原
発
事
故
の
よ
う
な
事
故
が
全

国
の
原
発
で
起
き
な
い
と
い
う

保
証
は
な
い
。
二
度
と
福
島
の

人
々
が
置
か
れ
て
い
る
悲
惨
な

状
況
を
作
り
出
し
て
は
い
け
な

（
質
問
）
２
０
０
２
年
、
中
海
・

宍
道
湖
淡
水
化
事
業
が
中
止
に

な
っ
た
。
動
き
出
し
た
ら
止
ま

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
国
営

事
業
を
、
全
国
で
初
め
て
住
民

運
動
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
事
例
と

し
て
有
名
に
な
っ
た
。
そ
の
後

は
、
壊
さ
れ
た
自
然
を
元
に
戻

す
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
遅
々
と
し
て
進
ん

で
な
い
。

か
つ
て
、
中
海
は
全
国
一
の

赤
貝
の
生
産
量
を
誇
り
、
味
も

抜
群
だ
っ
た
が
、
中
海
干
拓
事

業
で
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
。
多

く
の
沿
岸
住
民
は
、
堤
防
を
開

削
し
、
日
本
海
の
海
水
を
十
分

に
還
流
す
れ
ば
、
赤
貝
、
し
じ

み
が
復
活
す
る
と
思
っ
て
い

る
。米

子
・
境
港
両
市
お
よ
び
両

議
会
も
、
住
民
の
思
い
を
受
け

て
、
島
根
・
鳥
取
両
県
知
事
合

意
に
よ
り
森
山
堤
防
の
み
一
部

開
削
（
６０
ｍ
）
が
決
定
し
た
後

2014 年 4 月 (2)(3) 2014 年 4 月

即
座
に
市
民
投
票
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

※

市
民
投
票
は
、
市
民
が
、

意
思
表
明
で
き
る
市
民
参
加
の

方
法
と
し
て
選
択
で
き
る
も
の

で
す
。
市
長
だ
け
で
決
め
て
も

ら
っ
て
は
困
る
と
、
市
民
が
５０

分
の
一
以
上
の
直
接
請
求
で
発

議
し
た
と
き
は
、
当
然
、
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

米
子
市
は
、
中
海
淡
水
化
の

賛
否
に
つ
い
て
市
民
投
票
条
例

を
制
定
し
た
、
輝
か
し
い
市
民

自
治
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
。「
中
海
淡
水
化
は
、
湖
沼
の

将
来
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら

す
政
策
課
題
な
の
で
、
よ
り
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
に
住
民
投
票
制
度
を
採
用
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
市
民
投
票

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
原

発
は
市
民
の
生
存
、
米
子
市
の

存
続
に
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ

以
上
な
い
重
要
な
政
策
課
題
で

す
。
ぜ
ひ
、
市
民
投
票
制
度
を

採
用
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し

た
。

手
話
言
語
法
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

全
会
一
致
で
可
決

鳥
取
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
鳥
取

県
手
話
言
語
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の

認
識
に
基
づ
き
、
手
話
の
普
及
に
関
し
基

本
理
念
と
施
策
の
推
進
に
必
要
な
基
本
的

事
項
を
定
め
、
も
っ
て
、
ろ
う
者
と
ろ
う

者
以
外
の
者
が
共
生
す
る
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
、
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
は
、
鳥
取
県
ろ
う
あ
団
体
連

合
会
な
ど
の
粘
り
強
い
運
動
の
成
果
で

す
。
こ
れ
を
鳥
取
県
だ
け
に
限
ら
ず
、
手

話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ

と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
手
話
を
言
語
と

し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮

称
）
」
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
同

団
体
か
ら
、
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
陳
情
が
今
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
安
倍
首

相
や
衆
参
両
院
議
長
宛
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
意
見
書
の
提
出
は
県
内
市
町

村
で
は
初
め
て
で
す
。
最
終
日
の
傍
聴
席

に
は
、
同
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
多
数
傍
聴

に
来
ら
れ
、
可
決
の
瞬
間
に
は
全
員
が
手

話
で
拍
手
を
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

３
月
議
会

各
個
質
問

２７
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
初
当
選
以
来
一
貫
し
て
取
り
上
げ

て
き
た
、
島
根
原
発
と
中
海
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

島
根
原
発

米
子
市
か
ら

脱
原
発
を

再
稼
働
判
断
は

市
民
投
票
で

（
質
問
）
原
発
再
稼
働
に
よ
っ

て
、
市
民
の
安
全
の
侵
害
、
場

合
に
よ
っ
て
は
米
子
市
と
い
う

中

海

堤

防

開

削

は

米
子
市
に
か
か
っ

て
い
る




